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(57)【要約】
　内視鏡は、被検体内に挿入される挿入部と、前記挿入
部の基端側に連設された操作部と、前記挿入部の先端に
配設され、前記被検体を観察する観察手段と、前記被検
体に対して処置を施す処置具を挿通し、前記挿入部の先
端部から突出させる処置具挿通路と、前記処置具挿通路
の先端に配設され、前記操作部の起上操作に応じて湾曲
し、前記処置具を起上させる先端湾曲部と、前記先端湾
曲部を覆うように設けられた外装部と、を備える。これ
により、洗浄効率が良好な内視鏡を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部と、
　前記挿入部の基端側に連設された操作部と、
　前記挿入部の先端に配設され、前記被検体を観察する観察手段と、
　前記被検体に対して処置を施す処置具を挿通し、前記挿入部の先端部から突出させる処
置具挿通路と、
　前記処置具挿通路の先端に配設され、前記操作部の起上操作に応じて湾曲し、前記処置
具を起上させる先端湾曲部と、
　前記先端湾曲部を覆うように設けられた外装部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記先端湾曲部は、前記操作部の前記起上操作に応じて前記処置具が突出する方向を前
記観察手段が観察する方向とは独立して変更することを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡。
【請求項３】
　前記挿入部が伸びる方向に沿って配設されるとともに前記操作部に接続される１本のワ
イヤを備え、
　前記ワイヤの先端部は、前記外装部で覆われていることを特徴とする請求項１又は２に
記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記先端湾曲部は、前記挿入部が伸びる方向と直交する断面が楕円形をなすことを特徴
とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記挿入部が伸びる方向に沿ってそれぞれ配設された２本のワイヤを備えることを特徴
とする請求項１又は２に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記挿入部が伸びる方向に沿ってそれぞれ配設された４本のワイヤを備えることを特徴
とする請求項１又は２に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記先端湾曲部は、前記湾曲動作に必要な動力を低減するスリットが形成された超弾性
合金からなるパイプを有することを特徴とする請求項１～６のいずれか１つに記載の内視
鏡。
【請求項８】
　前記挿入部の先端側に配設され、開口部が形成された先端硬質部を備え、
　前記挿入部が伸びる方向と直交する断面において、前記湾曲していない初期状態の前記
先端湾曲部が前記開口部内に収まることを特徴とする請求項１～７のいずれか１つに記載
の内視鏡。
【請求項９】
　前記観察手段は、観察対象で反射した光を集光する光学系と集光した光を変換して電気
信号を出力する撮像素子とを有する撮像部、又は、観察対象で反射した超音波を受信して
電気信号を出力する超音波振動子部を含むことを特徴とする請求項１～８のいずれか１つ
に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検体の体内に挿入されて被検部位の観察等を行う内視鏡が知られており、医療
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分野等で広く利用されている。近年の内視鏡には、被検体内の処置を行なう穿刺針等の処
置具を患部へ向けて送り出すための処置具起上台を備えたものがある。例えば、特許文献
１には、平板状の部材を回動可能に順次接続した多関節構造の処置具起上台と、処置具起
上台の先端に接続された起上操作用のワイヤと、を備える内視鏡が開示されている。この
内視鏡では、医師等のユーザの起上操作によりワイヤが基端側に引っ張られることによっ
て、処置具起上台の平板状の部材が順次回動し、処置具を起上させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１１６５９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の処置具起上台を有する内視鏡では、平板状の部材の接続
部やワイヤの接続部などが複雑な構成を有するために洗浄効率が悪いという課題があった
。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、洗浄効率が良好な内視鏡を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の一態様に係る内視鏡は、被検
体内に挿入される挿入部と、前記挿入部の基端側に連設された操作部と、前記挿入部の先
端に配設され、前記被検体を観察する観察手段と、前記被検体に対して処置を施す処置具
を挿通し、前記挿入部の先端部から突出させる処置具挿通路と、前記処置具挿通路の先端
に配設され、前記操作部の起上操作に応じて湾曲し、前記処置具を起上させる先端湾曲部
と、前記先端湾曲部を覆うように設けられた外装部と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記先端湾曲部は、前記操作部の前記起上操作
に応じて前記処置具が突出する方向を前記観察手段が観察する方向とは独立して変更する
ことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記挿入部が伸びる方向に沿って配設されると
ともに前記操作部に接続される１本のワイヤを備え、前記ワイヤの先端部は、前記外装部
で覆われていることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記先端湾曲部は、前記挿入部が伸びる方向と
直交する断面が楕円形をなすことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記挿入部が伸びる方向に沿ってそれぞれ配設
された２本のワイヤを備えることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記挿入部が伸びる方向に沿ってそれぞれ配設
された４本のワイヤを備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記先端湾曲部は、前記湾曲動作に必要な動力
を低減するスリットが形成された超弾性合金からなるパイプを有することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記挿入部の先端側に配設され、開口部が形成
された先端硬質部を備え、前記挿入部が伸びる方向と直交する断面において、前記湾曲し
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ていない初期状態の前記先端湾曲部が前記開口部内に収まることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記観察手段は、観察対象で反射した光を集光
する光学系と集光した光を変換して電気信号を出力する撮像素子とを有する撮像部、又は
、観察対象で反射した超音波を受信して電気信号を出力する超音波振動子部を含むことを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、洗浄効率が良好な内視鏡を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１に係る超音波内視鏡を備えた超音波診断システム
の構成を示す模式図である。
【図２】図２は、図１に示す超音波内視鏡の先端硬質部の模式的な部分断面図である。
【図３】図３は、図２のＡ１－Ａ１線に対応する断面図である。
【図４】図４は、図２のＢ１－Ｂ１線に対応する断面図である。
【図５】図５は、図２の先端湾曲部の構造を説明するための図である。
【図６】図６は、図２の処置具チャンネルの先端部が処置具を起上した様子を表す模式的
な部分断面図である。
【図７】図７は、図２の先端湾曲部の他の構造を説明するための図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態２に係る超音波内視鏡を備えた超音波診断システム
の要部の構成を示す模式図である。
【図９】図９は、図８のＢ２－Ｂ２線に対応する断面図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態３に係る超音波内視鏡を備えた超音波診断シス
テムの要部の構成を示す模式図である。
【図１１】図１１は、図１０のＢ３－Ｂ３線に対応する断面図である。
【図１２】図１２は、図１０の先端湾曲部の構造を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に、図面を参照して本発明に係る内視鏡の実施の形態を説明する。なお、これらの
実施の形態により本発明が限定されるものではない。以下の実施の形態においては、観察
対象を超音波で観察する超音波振動子を有する超音波内視鏡を例示して説明するが、本発
明は、被検体内の処置を行なうための穿刺針等の処置具を用いる内視鏡一般に適用するこ
とができる。
【００１８】
　また、図面の記載において、同一又は対応する要素には適宜同一の符号を付している。
また、図面は模式的なものであり、各要素の寸法の関係、各要素の比率などは、現実と異
なる場合があることに留意する必要がある。図面の相互間においても、互いの寸法の関係
や比率が異なる部分が含まれている場合がある。
【００１９】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る超音波内視鏡を備えた超音波診断システムの構成
を示す模式図である。図１に示す超音波診断システム１は、超音波内視鏡２と、内視鏡観
察装置３と、超音波観察装置４と、表示装置５と、光源装置６と、超音波内視鏡２と内視
鏡観察装置３を接続するビデオケーブル７と、超音波内視鏡２と超音波観察装置４とを接
続する超音波ケーブル８と、超音波内視鏡２と光源装置６とを接続する光源ケーブル９と
、を備える。
【００２０】
　超音波内視鏡２は、観察対象を観察する観察手段として、観察対象で反射した光を集光
する光学系と集光した光を変換して電気信号を出力する撮像素子とを有する撮像部と、観
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察対象で反射した超音波を受信して電気信号を出力する超音波振動子部と、を有する内視
鏡である。内視鏡観察装置３は、内視鏡観察機能を制御するとともに、内視鏡観察により
超音波内視鏡２から出力された出力信号を処理する。超音波観察装置４は、超音波観察機
能を制御するとともに、超音波観察により超音波内視鏡２から出力された出力信号を処理
する。表示装置５は、例えば内視鏡観察装置３及び超音波観察装置４から出力された信号
を取得し、内視鏡画像と超音波断層像とのうちの少なくとも一方を適宜表示する。光源装
置６は、内視鏡観察を行うための照明光を供給するための光源を備えている。
【００２１】
　超音波内視鏡２は、先端に観察手段が配設され、被検体内に挿入される挿入部１０と、
この挿入部１０の基端側に連設された操作部１１と、この操作部１１の側部から延出する
ユニバーサルコード１２と、ユニバーサルコード１２に連設され、ビデオケーブル７、超
音波ケーブル８、及び光源ケーブル９とそれぞれ接続されるコネクタ部１３と、を備える
。なお、本明細書において、図１に示すように、挿入部１０を挿入する方向を「挿入方向
」とし、以下に記載する「先端側」は、挿入方向における先端側を意味し、「基端側」は
、挿入方向における先端側と反対側（操作部１１側）を意味する。
【００２２】
　挿入部１０は、先端側から順に、先端部１０ａと、操作部１１に設けた湾曲ノブ１１ａ
の回転操作に応じて湾曲自在に構成された湾曲部１０ｂと、可撓性を有する可撓管部１０
ｃと、を有する。可撓管部１０ｃの基端は、操作部１１の先端側に連設されている。先端
部１０ａには、後述する処置具の先端を突出させるための処置具チャンネルの先端部が配
設される。
【００２３】
　操作部１１は、湾曲ノブ１１ａを有する。さらに、操作部１１には、被検体に対して処
置を施す処置具である穿刺針等を被検体内へと導入するための処置具挿入口１１ｂが設け
られている。挿入部１０の内部には後述する処置具挿通路が設けられており、処置具挿入
口１１ｂは、処置具挿通路の挿入口になっている。
【００２４】
　超音波内視鏡２と内視鏡観察装置３とは、コネクタ部１３に接続されるビデオケーブル
７によって電気的に接続される。超音波内視鏡２と超音波観察装置４とは、コネクタ部１
３に接続される超音波ケーブル８によって電気的に接続される。光源ケーブル９は光ファ
イバーケーブルである。超音波内視鏡２と光源装置６とは、コネクタ部１３に接続される
光源ケーブル９によって光源装置６の光源からの照明光を超音波内視鏡２に導く。
【００２５】
　図２は、図１に示す超音波内視鏡の先端硬質部の模式的な部分断面図である。先端部１
０ａは、挿入部１０の先端側に位置する先端硬質部１０１と、先端硬質部１０１の先端に
配設された超音波振動子部１０２と、超音波振動子部１０２の基端側に接続された信号ケ
ーブル１０３と、を備える。
【００２６】
　図３は、図２のＡ１－Ａ１線に対応する断面図である。図２、図３に示すように、先端
部１０ａは、処置具１４が挿通される処置具チャンネル１０４の先端部と、照明部１０５
と、撮像部１０６と、送気送水口１０７と、を備える。図４は、図２のＢ１－Ｂ１線に対
応する断面図である。図４に示すように、先端部１０ａは、ネジ１０８を備える。なお、
図２の断面は、図３、図４のＣ１－Ｃ１線に対応する断面である。また、本明細書におい
て、以下に記載する「上方」は、図２に記載するような各図の紙面上方を意味し、「下方
」は図２に記載するような各図の紙面下方を意味する。
【００２７】
　先端硬質部１０１は、各種金属、硬質な樹脂等の硬質部材からなる。先端硬質部１０１
には、処置具チャンネル１０４の先端部を収容する開口部１０１ａが形成されている。
【００２８】
　超音波振動子部１０２は、超音波を送信するとともに観察対象において反射された超音
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波（超音波エコー）を受信する超音波振動子を有する。超音波振動子部１０２の観察方向
は、挿入部１０の側方（図２の紙面上方）の所定の範囲である。この超音波振動子部１０
２の観察方向は、湾曲部１０ｂの湾曲動作によって変更可能である。また、超音波振動子
部１０２には、ユニバーサルコード１２及び超音波ケーブル８を介して超音波観察装置４
に電気的に接続する信号ケーブル１０３が接続されている。
【００２９】
　処置具チャンネル１０４は、管状をなし、操作部１１の処置具挿入口１１ｂから挿入さ
れた処置具１４を挿入部１０の先端部１０ａから突出させる。図３からわかるように挿入
方向と直交する断面において、後述する処置具１４を起上状態とする前の初期状態の処置
具チャンネル１０４が開口部１０１ａ内に収まることが好ましい。処置具チャンネル１０
４が開口部１０１ａから突出している部分があると、挿入部１０が被検体内に挿入される
際に、処置具チャンネル１０４の突出部が挿入部１０の挿入を妨げる場合があるからであ
る。また、図３からわかるように、先端硬質部１０１と処置具チャンネル１０４との間に
は隙間Ｇが設けられている。隙間Ｇは、例えば０．１ｍｍ以上３ｍｍ以下であることが好
ましい。
【００３０】
　照明部１０５は光源装置６からの照明光を観察対象（臓器等の表面）に照射する。撮像
部１０６は、臓器等の観察対象の表面において反射された反射光を集光する光学系と、集
光した光をＯ／Ｅ変換して電気信号として出力する撮像素子と、を有する。撮像部１０６
の観察方向は、挿入部１０の斜方（図２の紙面左上）である。この撮像部１０６の観察方
向は、湾曲部１０ｂの湾曲動作によって変更可能である。
【００３１】
　送気送水口１０７は被検体内へ気体又は液体を送気又は送水する。ネジ１０８は、図４
に示すように、先端硬質部１０１のネジ穴に螺合されて、処置具チャンネル１０４を先端
硬質部１０１内に固定する。また、ネジ穴は、接着剤等によって水密が保たれるように封
止される。
【００３２】
　次に、処置具チャンネル１０４の先端部の構成について詳細に説明する。図２に示すよ
うに、処置具チャンネル１０４の先端部は、操作部１１の処置具挿入口１１ｂに連通する
処置具挿通路１０４ａと、処置具挿通路１０４ａの先端の外周に配設された先端湾曲部１
０４ｂと、処置具挿通路１０４ａの先端に配設される先端部材１０４ｃと、挿入方向に沿
って配設され、先端部材１０４ｃに接続されるワイヤ１０４ｄと、ブレード１０４ｅを介
して先端湾曲部１０４ｂ及びワイヤ１０４ｄを覆う外装部としての湾曲ゴム１０４ｆと、
先端硬質部１０１と先端湾曲部１０４ｂとの間を封止するＯリング１０４ｇと、を備える
。
【００３３】
　処置具挿通路１０４ａは、樹脂等からなる可撓性を有する管状部材である。処置具挿通
路１０４ａには、操作部１１の処置具挿入口１１ｂから挿入された処置具１４を挿通可能
であり、処置具１４を先端硬質部１０１の開口部から突出させる。
【００３４】
　図５は、図２の先端湾曲部の構造を説明するための図である。また、図５は、図２から
処置具１４と処置具挿通路１０４ａとを取り除いた状態を表す。図２、図５を参照して、
先端湾曲部１０４ｂの構成について詳細に説明する。先端湾曲部１０４ｂは、輪状部材１
０４ｂａをピン１０４ｂｂでかしめて回転可能に連結した節輪構造を有する。輪状部材１
０４ｂａは、ピン１０４ｂｂより上方において上方に向かって幅が狭くなる。その結果、
先端湾曲部１０４ｂには、下方に向かって幅が狭くなる隙間１０４ｂｃが形成されている
。一方、輪状部材１０４ｂａは、ピン１０４ｂｂより下方において幅が一定である。その
結果、先端湾曲部１０４ｂには、幅が一定の隙間１０４ｂｄが形成されている。また、輪
状部材１０４ｂａは、図４の断面（挿入方向と直交する断面）において円形断面を有する
処置具挿通路１０４ａと処置具挿通路１０４ａの上方のみに配設されたワイヤ１０４ｄと
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を内包するため、この断面において上下方向に長軸を有する楕円形の断面をなす。輪状部
材１０４ｂａ及びピン１０４ｂｂは、例えばステンレス等の金属からなる部材である。
【００３５】
　先端部材１０４ｃは、例えば樹脂や各種金属からなる環状部材であって、処置具挿通路
１０４ａに接着される。
【００３６】
　ワイヤ１０４ｄは、一端が先端部材１０４ｃに接着、ろう付け等で固着され、他端が操
作部１１のレバー等の操作手段に接続される。そして、ワイヤ１０４ｄは、医師等のユー
ザが操作手段を起上操作することにより挿入方向に沿って移動可能である。
【００３７】
　ブレード１０４ｅは、金属を編み込んだ筒状部材であり、先端湾曲部１０４ｂの外周に
配設される。ブレード１０４ｅは、後述する処置具チャンネル１０４の先端部の起上動作
を行う際に、湾曲ゴム１０４ｆが先端湾曲部１０４ｂの輪状部材１０４ｂａの間等に挟ま
れることを防止する。
【００３８】
　湾曲ゴム１０４ｆは、先端湾曲部１０４ｂの外周を覆うように設けられ、基端側で先端
湾曲部１０４ｂの基端部と、先端側で先端部材１０４ｃとそれぞれ接着される。その結果
、湾曲ゴム１０４ｆは、先端湾曲部１０４ｂとワイヤ１０４ｄとを覆いこれらを水密に保
つ。
【００３９】
　Ｏリング１０４ｇは、シリコン等の弾性部材からなり、先端湾曲部１０４ｂの基端部に
形成された溝に嵌装され、先端硬質部１０１と先端湾曲部１０４ｂとの間を水密に封止す
る。
【００４０】
　次に、処置具チャンネル１０４の先端部の動作について説明する。まず、図２の初期状
態において、操作部１１の操作手段の起上操作によりワイヤ１０４ｄが基端側に引っ張ら
れると、ワイヤ１０４ｄに連動して先端部材１０４ｃ及び先端湾曲部１０４ｂの輪状部材
１０４ｂａの上部が基端側に移動する。すると、先端湾曲部１０４ｂの輪状部材１０４ｂ
ａは、ピン１０４ｂｂを中心に回転する。
【００４１】
　図６は、図２の処置具チャンネルの先端部が処置具を起上した様子を表す模式的な部分
断面図である。図６において、破線は処置具チャンネル１０４の先端部の初期状態を表し
ている。図６に示すように、先端湾曲部１０４ｂの輪状部材１０４ｂａが回転すると、先
端湾曲部１０４ｂの上部の隙間１０４ｂｃの幅が狭められるとともに、先端湾曲部１０４
ｂの下部の隙間１０４ｂｄの幅が広がり、先端湾曲部１０４ｂが上方に湾曲する。すると
、先端湾曲部１０４ｂとともに可撓性を有する処置具挿通路１０４ａ及び湾曲ゴム１０４
ｆ等が先端湾曲部１０４ｂに連動して湾曲し、処置具チャンネル１０４の先端部全体が湾
曲する。そして、処置具チャンネル１０４の先端部の動作に連動して処置具チャンネル１
０４に挿通された処置具１４が起上される。このとき、撮像部１０６及び超音波振動子部
１０２の観察方向は維持されている。従って、超音波内視鏡２は、処置具１４が処置具チ
ャンネル１０４から突出する方向（突出方向）と、撮像部１０６及び超音波振動子部１０
２の観察方向とを独立して変更することができる。
【００４２】
　ここで、超音波内視鏡２では、処置具１４を起上させる機能を有する先端湾曲部１０４
ｂ及びワイヤ１０４ｄ等の複雑な構成を有する可動部が湾曲ゴム１０４ｆによって水密に
外装されている。すなわち、処置具チャンネル１０４の先端部は、水密に外装され、かつ
湾曲可能な構成である。その結果、超音波内視鏡２は、水密に保たれていない洗浄が必要
となる部分に複雑な構成を有さず、洗浄効率が良好である。従って、本実施の形態１に係
る超音波内視鏡２は、洗浄効率が良好な内視鏡である。
【００４３】
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　また、超音波内視鏡２では、図３に示すように、先端硬質部１０１と処置具チャンネル
１０４との間に隙間Ｇが設けられていることにより、処置具チャンネル１０４の先端部の
周囲をブラシで直接洗浄することができ、さらに洗浄効率が良好である。なお、隙間Ｇは
、洗浄効率の観点から、少なくともブラシの毛が入る程度の幅を有することが好ましい。
一方で隙間Ｇは、先端部１０ａの小型化の観点から幅が広すぎないことが好ましい。これ
らの要請から、隙間Ｇは、０．１ｍｍ以上３ｍｍ以下とされている。
【００４４】
　また、実施の形態１に係る超音波内視鏡２の処置具チャンネル１０４は、先端湾曲部１
０４ｂの上方のみに１本のワイヤ１０４ｄを有する。その結果、図４に示すように、先端
湾曲部１０４ｂは、楕円形の断面を有し、後述する複数のワイヤを有する構造に比べて先
端湾曲部１０４ｂを細径化することができ、先端部１０ａの小型化に有利な構成である。
なお、ワイヤ１０４ｄは、下方にのみ形成される構成であってもよい。また、従来、内視
鏡の処置具起上台は１本のワイヤで起上動作を行う構成であり、このワイヤを起上操作す
るための操作手段として例えば操作レバーを有する。超音波内視鏡２では、１本のワイヤ
１０４ｄで処置具チャンネル１０４の先端部の起上操作を行うため、従来の構成の操作レ
バーをそのまま利用することができる。
【００４５】
　また、先端湾曲部１０４ｂの構成は、図５に示す節輪構造に限られない。図７は、図２
の先端湾曲部の他の構造を説明するための図である。図７は、図５と同様に図２から処置
具１４と処置具挿通路１０４ａとを取り除いた状態を表す。この先端湾曲部１０４ｂは、
たとえば超弾性合金からなるパイプである管状部材１０４ｂｅを有する。そして、管状部
材１０４ｂｅには、操作部１１に入力する湾曲動作に必要な動力を低減するスリットとし
て、隙間１０４ｂｃと隙間１０４ｂｄとが形成されている。また、先端湾曲部１０４ｂは
、連結部１０４ｂｆにより連結された１つの部材で構成されている。
【００４６】
　隙間１０４ｂｃは、連結部１０４ｂｆより上方において下方に向かって幅が狭くなり、
隙間１０４ｂｄは、連結部１０４ｂｆより下方において幅が一定である。このとき、ワイ
ヤ１０４ｄが基端側に引っ張られると、連結部１０４ｂｆを中心に管状部材１０４ｂｅが
湾曲し、管状部材１０４ｂｅの上方の隙間１０４ｂｃの幅が狭められるとともに、管状部
材１０４ｂｅの下方の隙間１０４ｂｄの幅が広がり、先端湾曲部１０４ｂが上方に湾曲す
る。このような構成の先端湾曲部１０４ｂを用いても起上動作が可能である。なお、この
構成では、先端湾曲部１０４ｂを１つの部材で構成することができるため、工程の簡易化
により製造コストを削減することができる。
【００４７】
（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２について説明する。図８は、本発明の実施の形態２に係る
超音波内視鏡を備えた超音波診断システムの要部の構成を示す模式図である。実施の形態
２に係る超音波内視鏡は、処置具チャンネル２０４の先端部の構成以外は実施の形態１に
係る超音波内視鏡２と同一であるので適宜説明を省略する。
【００４８】
　処置具チャンネル２０４の先端部は、操作部１１の処置具挿入口１１ｂに連通する処置
具挿通路２０４ａと、処置具挿通路２０４ａの先端の外周に配設された先端湾曲部２０４
ｂと、処置具挿通路２０４ａの挿入方向の先端に配設される先端部材２０４ｃと、挿入方
向に沿って配設され、先端部材２０４ｃに接続されるワイヤ２０４ｄと、ブレード２０４
ｅを介して先端湾曲部２０４ｂ及びワイヤ２０４ｄを水密に覆う外装部としての湾曲ゴム
２０４ｆと、先端硬質部１０１と先端湾曲部２０４ｂとの間を水密に封止するＯリング２
０４ｇと、を有する。
【００４９】
　図９は、図８のＢ２－Ｂ２線に対応する断面図である。図８の断面は、図９のＣ２－Ｃ
２線に対応する断面である。図９に示すように、ワイヤ２０４ｄは、先端湾曲部２０４ｂ
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の上下にそれぞれ１本ずつ配設された２本のワイヤを有する。そして、処置具チャンネル
２０４の先端部を起上する際に、上方のワイヤ２０４ｄを基端側に引っ張るとともに連動
して下方のワイヤ２０４ｄを先端側に押し出す。そのため、実施の形態２の処置具チャン
ネル２０４は、ワイヤが１本の実施の形態１に係る超音波内視鏡２の処置具チャンネル１
０４よりも動作がスムーズである。従って、実施の形態２に係る超音波内視鏡は、処置具
１４が処置具チャンネル２０４から突出する方向（突出方向）と、撮像部１０６及び超音
波振動子部１０２の観察方向とを独立して変更することができる。
【００５０】
　なお、処置具チャンネル２０４を起上状態から初期状態に倒置するには、下方のワイヤ
２０４ｄを基端側に引っ張るとともに連動して上方のワイヤ２０４ｄを先端側に押し出せ
ばよい。ここで、ワイヤ２０４ｄは、押し込む操作より引っ張る操作を伝達するのに適し
ているため、実施の形態２に係る超音波内視鏡では、ワイヤが１本の超音波内視鏡よりも
特に倒置する動作をスムーズに行うことができる。
【００５１】
　また、上方のワイヤ２０４ｄと下方のワイヤ２０４ｄとは、連動する構成であってもよ
いが、互いに独立して移動可能な構成であってもよい。
【００５２】
　ここで、実施の形態２に係る超音波内視鏡では、処置具１４を起上させる機能を有する
先端湾曲部２０４ｂ及びワイヤ２０４ｄ等が湾曲ゴム２０４ｆによって水密に外装されて
いる。すなわち、処置具チャンネル２０４の先端部は、水密に外装され、かつ湾曲可能な
構成である。その結果、実施の形態２に係る超音波内視鏡は、水密に保たれていない洗浄
が必要となる部分に複雑な構成を有さず、洗浄効率が良好である。従って、本実施の形態
２に係る超音波内視鏡は、洗浄効率が良好な内視鏡である。
【００５３】
（実施の形態３）
　次に、本発明の実施の形態３について説明する。図１０は、本発明の実施の形態３に係
る超音波内視鏡を備えた超音波診断システムの要部の構成を示す模式図である。実施の形
態３に係る超音波内視鏡は、処置具チャンネル３０４の先端部の構成以外は実施の形態１
に係る超音波内視鏡２と同一であるので適宜説明を省略する。
【００５４】
　処置具チャンネル３０４の先端部は、操作部１１の処置具挿入口１１ｂに連通する処置
具挿通路３０４ａと、処置具挿通路３０４ａの先端の外周に配設された先端湾曲部３０４
ｂと、処置具挿通路３０４ａの挿入方向の先端に配設される先端部材３０４ｃと、挿入方
向に沿って配設され、先端部材３０４ｃに接続されるワイヤ３０４ｄと、ブレード３０４
ｅを介して先端湾曲部３０４ｂ及びワイヤ３０４ｄを水密に覆う外装部としての湾曲ゴム
３０４ｆと、先端硬質部１０１と先端湾曲部３０４ｂとの間を水密に封止するＯリング３
０４ｇと、を有する。
【００５５】
　図１１は、図１０のＢ３－Ｂ３線に対応する断面図である。図１０の断面は、図１１の
Ｃ３－Ｃ３線に対応する断面である。図１１に示すように、ワイヤ３０４ｄは、先端湾曲
部３０４ｂの上下左右にそれぞれ１本ずつ配設された４本のワイヤを有する。
【００５６】
　図１２は、図１０の先端湾曲部の構造を説明するための図である。図１２は、図１０か
ら処置具１４と処置具挿通路３０４ａとを取り除いた状態を表す。先端湾曲部３０４ｂで
は、管状部材３０４ｂａが水平方向（図１２の紙面前後方向）の連結部３０４ｂｂ及び上
下方向の連結部３０４ｂｃにより連結されて一体として構成されている。そして、管状部
材３０４ｂａは、連結部３０４ｂｂより上方において下方に向かって幅が狭くなる隙間３
０４ｂｄと、連結部３０４ｂｂより下方において幅が一定の隙間３０４ｂｅと、を有する
。さらに、管状部材３０４ｂａは、連結部３０４ｂｃに向かって幅が狭くなる隙間３０４
ｂｆを有する。この構成により、処置具チャンネル３０４の先端部は、上下のワイヤ３０
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４ｄで処置具１４の起上動作を行うとともに、左右のワイヤ３０４ｄで処置具１４を左右
に動かすことができる。従って、本実施の形態３に係る超音波内視鏡は、処置具１４の突
出方向を内視鏡の観察方向と独立して変更することができる。そして、本実施の形態３に
係る超音波内視鏡は、例えば処置具チャンネル３０４に穿刺針を挿入して、被検体の関心
部位に穿刺を行う場合に、処置具１４の左右の位置を調整することができるという従来の
処置具起上台では得られない機能を有する。
【００５７】
　ここで、実施の形態３に係る超音波内視鏡では、処置具１４を起上させる機能を有する
先端湾曲部３０４ｂ及びワイヤ３０４ｄ等が湾曲ゴム３０４ｆによって水密に外装されて
いる。すなわち、処置具チャンネル３０４の先端部は、水密に外装され、かつ湾曲可能な
構成である。その結果、実施の形態３に係る超音波内視鏡は、水密に保たれていない洗浄
が必要となる部分に複雑な構成を有さず、洗浄効率が良好である。従って、本実施の形態
３に係る超音波内視鏡は、洗浄効率が良好な内視鏡である。
【００５８】
　なお、本発明の先端湾曲部は、湾曲可能な構造であればよく、特にその構造は限定され
ない。例えば、実施の形態３に係る超音波内視鏡においても、先端湾曲部３０４ｂとして
図５に示すような節輪構造を用いてもよい。
【００５９】
　また、上記実施の形態では、ワイヤの数が１本（実施の形態１）、２本（実施の形態２
）、４本（実施の形態３）の例を記載したが、ワイヤの本数は特に限定されない。
【００６０】
　また、上記実施の形態では、撮像部の観察方向が斜方である斜視型の内視鏡について説
明したが、これに限られない。例えば、挿入方向に沿った方向を観察する直視型や、挿入
方向に直交する方向を観察する側視型の内視鏡であってもよい。直視型又は側視型の内視
鏡の場合においても、上記実施の形態の構成を適用することで、処置具１４の突出方向を
内視鏡の観察方向と独立して変更することができる。
【００６１】
　さらなる効果や変形例は、当業者によって容易に導き出すことができる。よって、本発
明のより広範な態様は、以上のように表わしかつ記述した特定の詳細及び代表的な実施形
態に限定されるものではない。従って、添付のクレーム及びその均等物によって定義され
る総括的な発明の概念の精神又は範囲から逸脱することなく、様々な変更が可能である。
【符号の説明】
【００６２】
　１　超音波診断システム
　２　超音波内視鏡
　３　内視鏡観察装置
　４　超音波観察装置
　５　表示装置
　６　光源装置
　７　ビデオケーブル
　８　超音波ケーブル
　９　光源ケーブル
　１０　挿入部
　１０ａ　先端部
　１０ｂ　湾曲部
　１０ｃ　可撓管部
　１１　操作部
　１１ａ　湾曲ノブ
　１１ｂ　処置具挿入口
　１２　ユニバーサルコード
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　１３　コネクタ部
　１４　処置具
　１０１　先端硬質部
　１０１ａ　開口部
　１０２　超音波振動子部
　１０３　信号ケーブル
　１０４、２０４、３０４　処置具チャンネル
　１０４ａ、２０４ａ、３０４ａ　処置具挿通路
　１０４ｂ、２０４ｂ、３０４ｂ　先端湾曲部
　１０４ｃ、２０４ｃ、３０４ｃ　先端部材
　１０４ｄ、２０４ｄ、３０４ｄ　ワイヤ
　１０４ｅ、２０４ｅ、３０４ｅ　ブレード
　１０４ｆ、２０４ｆ、３０４ｆ　湾曲ゴム
　１０４ｇ、２０４ｇ、３０４ｇ　Ｏリング
　１０５　照明部
　１０６　撮像部
　１０７　送気送水口
　１０８　ネジ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月13日(2017.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部と、
　前記挿入部の基端側に連設された操作部と、
　前記挿入部の先端に配設され、前記被検体を観察する観察手段と、
　前記被検体に対して処置を施す処置具を挿通し、前記挿入部の先端部から突出させる処
置具挿通路と、
　前記処置具挿通路の先端に配設され、前記操作部の起上操作に応じて湾曲し、該湾曲動
作に必要な動力を低減するスリットが形成された超弾性合金からなるパイプを有し、前記
処置具を起上させる先端湾曲部と、
　前記先端湾曲部を覆うように設けられた外装部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　被検体内に挿入される挿入部と、
　前記挿入部の基端側に連設された操作部と、
　前記挿入部の先端に配設され、前記被検体を観察する観察手段と、
　前記被検体に対して処置を施す処置具を挿通し、前記挿入部の先端部から突出させる処
置具挿通路と、
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　前記処置具挿通路の先端に配設され、前記挿入部が伸びる方向と直交する断面が楕円形
をなし、前記操作部の起上操作に応じて湾曲し、前記処置具を起上させる先端湾曲部と、
　前記先端湾曲部を覆うように設けられた外装部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡。
【請求項３】
　前記先端湾曲部は、前記操作部の前記起上操作に応じて前記処置具が突出する方向を前
記観察手段が観察する方向とは独立して変更することを特徴とする請求項１又は２に記載
の内視鏡。
【請求項４】
　前記挿入部が伸びる方向に沿って配設されるとともに前記操作部に接続される１本のワ
イヤを備え、
　前記ワイヤの先端部は、前記外装部で覆われていることを特徴とする請求項１又は２に
記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記挿入部が伸びる方向に沿ってそれぞれ配設された２本のワイヤを備えることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記挿入部が伸びる方向に沿ってそれぞれ配設された４本のワイヤを備えることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記挿入部の先端側に配設され、開口部が形成された先端硬質部を備え、
　前記挿入部が伸びる方向と直交する断面において、前記湾曲していない初期状態の前記
先端湾曲部が前記開口部内に収まることを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記観察手段は、観察対象で反射した光を集光する光学系と集光した光を変換して電気
信号を出力する撮像素子とを有する撮像部、又は、観察対象で反射した超音波を受信して
電気信号を出力する超音波振動子部を含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の内視
鏡。



(16) JP WO2016/204252 A1 2016.12.22

10

20

30

40

【国際調査報告】



(17) JP WO2016/204252 A1 2016.12.22

10

20

30

40



(18) JP WO2016/204252 A1 2016.12.22

10

20

30

40



(19) JP WO2016/204252 A1 2016.12.22

10

20

30

40



(20) JP WO2016/204252 A1 2016.12.22

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 内视镜

公开(公告)号 JPWO2016204252A1 公开(公告)日 2017-06-29

申请号 JP2017502728 申请日 2016-06-16

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 平岡仁

发明人 平岡 仁

IPC分类号 A61B1/00 A61B8/12

CPC分类号 A61B1/00098 A61B1/018 A61B8/12 G02B23/2476 G02B23/26 A61B1/00009 A61B1/00011 A61B1
/00064 A61B1/0008 A61B1/00165 A61B1/0051 A61B1/0057 A61B1/012 A61B1/06

FI分类号 A61B1/00.300.P A61B8/12 A61B1/00.300.F A61B1/00.334

F-TERM分类号 4C161/BB08 4C161/FF37 4C161/FF43 4C161/GG04 4C161/GG14 4C161/GG15 4C161/HH24 4C161
/JJ13 4C161/WW16 4C601/EE17 4C601/FE02 4C601/FF05

优先权 2015123095 2015-06-18 JP

其他公开文献 JP6104492B1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

内窥镜是用于观察被检体的观察部，将插入部插入被检体，与该插入部
的基端侧连接的操作部以及该插入部的前端。 并且，一种治疗仪插入通
道，用于插入用于治疗对象的治疗仪并从插入部的远端部突出，并且操
作部的上升端布置在治疗仪插入通道的末端。 提供了响应于操作而弯曲
并升高处理工具的尖端弯曲部，以及设置为覆盖尖端弯曲部的外部。 这
为内窥镜提供了良好的清洁效率。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/177bb08f-0f9a-4d17-a797-316aa466626b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/057546207/publication/JPWO2016204252A1?q=JPWO2016204252A1

